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大会 発 表 要 旨1993.11.7 『デザイン理論』33!1994

「ティーノ作ハ イン リッヒ七世の墓 とその装飾性 への考察」

團 名保紀/群 馬大学

1315年,ピ サ大聖堂内にティーノ ・ディ ・

カマイーノにより築かれた神聖ローマ皇帝ハ

インリッヒ七世の墓は1494年,縮 小移築され,

ヴァザーリによりうちたて られたフィレンツ

ェ中心的ルネ ッサンス美術史観の中で,そ の

重要性は固 く沈黙され続 けて来た。 しかし本

来帝墓に属 していた筈の彫刻要素を導入して

の1983年 の私による再構築案(図1)で は,

三層構造による全体の各層に肖像彫刻を配置

し,凱 旋門状アーチ等古代ローマ的記念碑性

を訴 え,既 にルネッサンスへの影響 につき示

唆するもの大 となっていた。 こうした帝墓の

めざましい形体化 には又ハインリッヒ七世に

関わるティーノのピサ期作品群で昨今私の強

調 したフィオーレのヨアキム的理念,人 類史

に於 ける父 と子に続 く聖霊,つ まり第三の段

階到来を皇帝の登場 に見たてた当時のダンテ

に代表 される千年王国的ユー トピア思想 も反

映 していた筈である。第三の段階への願いは

帝墓の三層構造各層の彫刻配置で様々見極め

られる。例 えば一階層,傭 兵隊長父子像の出

現で暗示される聖三位一体の祭壇奥,聖 霊の

入口たる窓か ら黄金時代到来への展望がなさ

れる。祭壇の丸彫彫刻 を支える基台部に四福

音書記者が浮彫されるが,そ の上奥 に窓が存

在 し,ヨ アキム主義者 の唱 える 「永遠の福

音」の暗示 となっている。四大元素の結実 と

しての煉瓦に囲まれた窓は 厂第五要素か ら生

まれる黄金」の概念 に裏付けられた錬金術的

象徴空間た り得,あ たか も黄金時代到来を心

待ちするかの如 くである。いずれにせよ帝墓

の特質 として古代回帰,聖 俗の一致,肖 像レ

アリズム,ヨ アキム的理念,錬 金術的象徴等

が強調されダンテ的知性のもとイタリアが築

き得た神聖ローマ皇帝の稀なる墓 という文化,

社会,歴 史性の重みか らも,そ の後の 「世界

と人間の発見」 としてのルネッサンス形成に

多大の影響 を与 えた ものと思われるのである。

しか し帝墓の古.,, ,と りわけルネッサン

ス先取性を力強 く体現 した筈の建築的要素の

具体的認定 は,こ れ迄1980年 に私がとり行っ

た一階層の枠組たる螺旋円柱(図2),即 ち

ローマの トライアヌス帝記念 円柱を依 り所 と

したものに限られ,凱 旋門的大アーチの一階

層に於 ける存在は飽 く迄推論 によるものであ

った。そんな中,帝 墓一階層の格問式樽形天

井の断片 として形体,様 式から認定出来る大

理石板二枚 をこの度私は発見することが出来

た。いずれも豊かな花を浮彫するもので一枚

はその中央 に幼児の顔 を示している(図3.

4)。 雄 しべ,雌 しべを表 した生命力満 る肉

厚の大輪の花はまず もってフィオーレ(花)

の ヨアキム的理念の象徴 にふさわしいもので

ある。又幼児は父 と子に続 く聖霊の段階の代

表概念であ り,螺 旋円柱 に於 ても多出してい

た。さらに石板 の円弧状 に展開する縁部を見

ると,古 典的で洗練 された装飾モティーフに

注目させられる。パルメッタは勝利,栄 誉の

印 として偉大な墓の主人公にふさわしい もの

である。それ らに挟 まれ海神ネプチューンの

象徴,三 叉の矛が出現 している。実はピサ大

聖堂では12世 紀,グ リエルモ工房により内陣

障壁が設 けられた際,か つてローマのネプチ

ューンのバ ジリカの建築部位でパルメッタや

三叉の矛を装飾にもつ大理石板を利用してい

た。つまり三叉の矛等新発見の石板の古典的
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装飾 モテ ィーフ は海洋都市 ピサのネ プチュー

ンへの深 い思 いの反映 として ピサ大聖堂 に ロ

ーマ よ り運 ばれてい た古代 の第一級的装飾 芸

術 と結 びつ くもので あ り,今 ハ イ ンリッヒ帝

の魂 の発揮 すべ き諸力 の象徴 として帝 墓 に採

用 された もの と思 われ るので ある。か くして

凱旋 門式アー チ とい う とりわ け古典 古代的特

質 が強調 される帝墓 再構築図 の正 合性 を,そ

の構 造,形 体,及 び装飾分析 か ら保証 す る新

た な建築部位 の発見,認 定 に よ り,帝 墓 が単

に建築,彫 刻の みな らず装飾 的 に も秀 で,そ

れ はモニ ュメン トが発 す る重要 メ ッセー ジの

象徴 として機能 し,そ の印象 は まことに新鮮

な ものが あった と認識 されて来 る筈で ある。

諸芸術 ジャンル統合の範 としての帝墓 が その

後 ルネ ッサ ンスの各方面 に影響 の輪 を広 げて

行 く実相 につ き,今 後 さ らな る検 討 を進 めて

行 きた く思 うもので ある。
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図i

皇帝 ハ イン リッヒ七世の墓 再構築 図(團 、1983年)

図2

テ ィー ノ ・ディ ・カマイ

ー ノ
,螺 旋 円柱,ピ サ大

聖堂付 属美術 館

図3

テ ィー ノ ・デ ィ ・カマ イー ノ,石

板,バ ン ニ ョ ・ア ・リポ リ,個 人

蔵

図4

テ ィー ノ ・ディ ・カマイー ノ,石 板,個 人蔵
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